
※シート内容は記載例であり、実際の値とは異なります。 参考資料（資料２関係）

1

目標達成度

△　目標達成は難し
い状況

ウ　活動指標（成果目標に対する活動量）の状況 活動量

  （イ）　施設入所者減少数

△　前年度と比べて
減少傾向にある

→ 100%前年度比（％） ー ー ↑ 200%

目
標
値
に
対
す
る

達
成
度

（
％

）

対令和５年度
目標

対年間目標（令
和５年度目標

/3）

ー 33%

【参考】令和2年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

実績値 1 2 2

200% ↑ 175%

ー ー → 100% → 100%
4

地域定着支援利用者
数（人/月）

2 2 2

ー ー ↑ 200% ↓ 50%

共同生活援助利用者
数（人/月）

422 411

3
地域移行支援利用者
数（人/月）

1 2 1

ー ー ↑ 200% ↓ 0%

ー ー → 97%

2
自立生活援助利用者
数（人/月）

0 1 0

実績値（人） 2 4 7

目
標
値
に
対
す
る

達
成
度

（
％

）

対令和５年度
目標

対年間目標（令
和５年度目標

/3）

【参考】令和2年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

対前年度比（％）
No. 活動指標

実績値

→

430

105%

第６期吹田市障がい福祉計画　実績評価シート（案）

ア　目標
　（ア）　地域移行者数
　　　　　　　５人（令和元年度末時点）　　　→　　　　16人（令和5年度末時点）

　（イ）　施設入所者減少数
　　　　　　　0人（令和元年度末時点）　　　→　　　　６人（令和5年度末時点）

　　　イ　成果目標に対する成果
　　　 　（ア）　地域移行者数

【参考】令和2年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

2　成果目標
　（１）　福祉施設の入所者の地域生活への移行（計画P35～36）

33%

ー 100% 50%

ー

ー

25%

67%

44%

64%

前年度比（％） ー ー ↑

1

＜選択式＞
◎すでに目標を達成している
（対令和5年度目標が●％以
上）
○目標達成する見込み（対年
間目標●％以上）
△目標達成は難しい状況（対
年間目標●％以下）
×目標未達成（令和５年度の
み選択可）

＜選択式＞
◎見込みを上回って推移し
ている（全指標のうち●割
以上が◎に当たり、かつそ
の他の指標も○の場合）
○前年度と比べて増加傾向
にある（全指標のうち●割
以上が○に当たり、かつそ
の他の指標で△がある場合
は△と同じ個数◎もある場
合）
△前年度と比べて減少傾向
にある（◎及び○以外の場
合）
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C

 （イ）　総合評価

・現状のままでは目標達成は難しい状況
です。目標達成に向けては、計画に掲げ
る取組を引き続き実施するとともに、地
域移行支援利用者数をさらに増やして
いく必要があります。

・地域移行支援利用者数を伸ばしていく
ため、地域移行支援に係る周知を強化
し、認知度向上を図ります。
・地域包括ケアシステムの構築検討部会
を活用し、障がい者の地域移行に係る
具体的な連携体制を構築し、体制の見
える化を図ります。
・地域移行の受け皿となるグループホー
ムについて、引き続き、整備を促進しま
す。

2
（イ）相談者の意向や置かれている状況を勘案し適切な
サービスにつなぐことができる人材の育成を支援するた
め、専門性を高める研修等を実施します。

○　取組を実施してい
る

取組の進捗度

第６期吹田市障がい福祉計画　実績評価シート（案）

エ　成果目標達成に向けての取組の状況

・精神障がいにも対応
した地域包括ケアシス
テムの構築検討部会
を自立支援協議会に
設置

・相談支援員に対する
研修の実施

・～～

・～～

No.

　　オ　評価
　　　（ア）　分析  （ウ）　今後の取組

令和3年度
(2021年度)

4
（エ）強度行動障がいや高次脳機能障がいを有する障がい
者に対して適切な支援ができる人材を育成するため、必要
な研修について受講を促進します。

・強度行動障害支援者
養成研修などの受講
費用の補助

・～～

1

（ア）　施設入所や入院している障がい者の状況や意向の把
握に努めるとともに、地域移行支援及び地域定着支援の
サービスについて入所施設や医療機関へ周知し、サービス
の利用促進を図ります。

3

（ウ）地域移行後の住まいの場及び高齢化・重度化した障が
い者が安心して暮らせる場として、日中サービス支援型共
同生活援助のあり方を研究するとともに、グループホーム
の整備促進に取り組みます。

・グループホームの整
備に係る補助金の補
助対象を株式会社と
に拡大

・～～

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

対応する計画本文

＜選択式＞
◎取組が完了した（取組のうち●割以上が完了）
○取組を実施している（●割以上実施かつ未着手なし）
△取組に着手はしているが本格的な実施には至っていない
（着手している取組が●割以上）
×未着手（着手している取組が●割未満）

＜選択式＞　※目標達成度、活動量及び取組の進捗状況について
A　目標を達成した
　（◎３つ　又は　◎２つ＋○１つ）
B　目標の達成に向けて進展がみられた
　（○３つ、○２つ＋◎１つ、◎２つ＋△１つ、◎＋○＋△）
C　目標の達成に向けて進展が見られなかった
　（A及びBに当てはまらない場合）
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重度障害者等包括支
援

量の見込み
（時間/月） 480 480 0%

9
重度障がい者等包括
支援

利用者数（人/
月） 2 2 2

480 240 0 50% ↓10

87%

1 0 50% ↓ 0%

8 行動援護
量の見込み
（時間/月） 5,166 5,830 6,583 5,609 4,900 109% ↓

288 2407 行動援護
利用者数（人/
月） 213 247

2,000 149% ↓ 59%

88%210 113% ↓

6 同行援護
量の見込み
（時間/月） 2,278 2,318

重度訪問介護

2,358 3,400

88%85 90 79 108% ↓5 同行援護
利用者数（人/
月） 83 84

19 95% →

量の見込み
（時間/月） 4,484 4,723 4,962 5,000 4,500

95%

112% ↓ 90%4

3 重度訪問介護
利用者数（人/
月） 21 22 23 20

88%2 居宅介護
量の見込み
（時間/月） 16,476 16,700 16,950 14,559 13,449

829 840 99% → 101%1 居宅介護
利用者数（人/
月） 837 860 884

→ 92%

令和3年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和3年度
（202１年度）

令和４年度
（202２年度）

令和５年度
（202３年度）

見込み 実績値
対

見込量（％）
対

前年度比（％）

R4 R3→R4

第６期吹田市障がい福祉計画　実績評価シート（案）

3　障がい福祉サービス等の利用見込みとその確保策
　（１）　障がい福祉サービス及び相談支援サービス（計画P52～62）

ア　訪問系サービス
　（ア）　実績値等の推移

見込量の確保度

○　対見込量が●％を超え
るサービスが●割以上

No.
サービス等の種

類
単位など

◎　全てのサービスで対見込量が●％を超え、かつ
100％を超えるものがある
○　対見込量が●％を超えるサービスが●割以上
△　対見込量が●％を超えるサービスが●割以上
×　対見込量が●％を超えるサービスが●割未満
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・対前年度比でみると、実績が増えてい
るサービスもあれば減っているサービ
スもあります。
・対見込量でみると、重度障害者等包括
支援以外は概ね9割以上となっており、
見込量分のサービスは概ね確保できて
います。

B
・今後も安定的にサービスを提供できる
よう、福祉人材の確保に向けた取組を
進めます。

No. 対応する計画本文
令和3年度

(2021年度)
令和４年度

(2022年度)
令和５年度

(2023年度)

第６期吹田市障がい福祉計画　実績評価シート（案）

取組の進捗度

○　取組を実施してい
る

（イ）　見込量確保に向けての取組の状況

1

・障がい特性に対応したサービスの提供体制を確
保するため、喀痰吸引等研修、同行援護従業者養
成研修、強度行動障がい支援者養成研修等の受講
支援に取り組みます。

・研修費用の補助
を実施

・研修費用の補助
を実施

2
・今後もサービス利用の増加を見込んでおり、安定
的なサービス提供を行うため、福祉人材の確保に
ついて、事業所とともに検討を進めます。

・福祉の仕事の魅力を
伝える取組など、人材
確保策について事業
所とともに検討

・市内事業所に新規雇
用された従業者に対
する家賃補助制度の
検討

3

4

　　ウ　評価
　　　a　分析  b　総合評価   c　今後の取組

＜選択式＞
◎取組が完了した（取組のうち●割以上が完了）
○取組を実施している（●割以上実施かつ未着手なし）
△取組に着手はしているが本格的な実施には至っていない
（着手している取組が●割以上）
×未着手（着手している取組が●割未満）

＜選択式＞　※見込量の確保度、取組の進捗状況について
A　目標を達成した
　（◎２つ）
B　目標の達成に向けて進展がみられた
　（○２つ、○１つ＋◎１つ、◎１つ＋△１つ）
C　目標の達成に向けて進展が見られなかった
　（A及びBに当てはまらない場合）
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　　ウ　評価
　　　（ア）　分析  （イ）　総合評価  （ウ）　今後の取組

取組の進捗度

○　取組を実施してい
る

第６期吹田市障がい福祉計画　実績評価シート（案）

４　障がい福祉サービス等の円滑な提供に向けた取組
　（１）　障がいを理由とする差別及び社会的障壁の解消の推進（計画P75）

（ウ）地域全体で障がい者差別の解消に向けた取
組を推進するため、吹田市障害者差別解消支援地
域協議会を開催し、差別解消に向けた取組につい
て検討を進めます。

・障害者差別解消
支援地域協議会の
立ち上げ及び開催

・～～

イ　取組の状況

No. 対応する計画本文

1

令和3年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

ア　計画に掲げる主な取組
　①バリアフリーの実現に向けた取組　　　②庁内における合理的配慮の取組の推進
　③地域全体での差別解消に向けた取組の推進
　④ユニバーサルデザインの推進に向けた施策の検討

（ア）公共施設の新設等にあたっては、バリアフリー
法及び大阪府福祉のまちづくり条例に定める基準
に適合するものとし、バリアフリー吹田市民会議や
障がい者からの意見を参考に整備を進めるなど、
バリアフリーの実現に向けた取組を進めます。

・バリアフリー吹田
市民会議を２回開
催

・合理的配慮に係
る庁内研修回数を
増やし、職階別の
研修を実施

・差別解消に向けた取組や合理的配慮
の浸透に関する取組については、回数
等を増やして実施するなどして充実さ
せています。これらの取組の効果が実際
の差別の解消につながっているかの検
証が必要です。
・市内施設のバリアフリー化率を高める
とともに、バリアフリー化が実現できて
いる公共施設であっても、障がい者に
とってより使いやすい施設となるよう、
市の所管に対して、バリアフリー市民会
議をより一層周知する必要があります。

・公共施設等の建設及び大規模改修の
際に、バリアフリー市民会議が開催され
るよう、周知を図るとともに、開催され
る仕組み構築に向けて検討します。
・市役所内での合理的配慮の提供が徹
底されるよう、職員対応要領について、
より一層周知します。

4
（エ）差別解消、合理的配慮の推進やバリアフリー
化に向けた取組と併せて、ユニバーサルデザインを
浸透させるための施策を検討します。

・～～ ・～～

（イ）合理的配慮の提供が市役所全体の取組として
十分に浸透するよう、吹田市合理的配慮庁内推進
会議を開催し、常に合理的配慮の視点をもって業
務が行われるよう、啓発を推進するとともに、効果
的な取組について検討を進めます。また、障がい
を理由とする差別に関する相談体制の整備の規定
がある職員対応要領の周知・徹底を図ります。

・職員対応要領に
ついて、通知や研
修等により庁内に
周知

・障がい者に対す
る差別解消のため
の啓発動画を作成
し、障がい者週間
のイベントにおい
て放映

2

B

3

＜選択式＞
◎取組が完了した（取組のうち●割以上が完了）
○取組を実施している（●割以上実施かつ未着手なし）
△取組に着手はしているが本格的な実施には至っていない
（着手している取組が●割以上）
×未着手（着手している取組が●割未満）

＜選択式＞　※取組の進捗状況について
A　目標を達成した（◎）
B　目標の達成に向けて進展がみられた（○）
C　目標の達成に向けて進展が見られなかった（△か×）


